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市
立
病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
議

会
の
中
に
、
本
市
の
財
政
に
負
担
を
残
さ
な
い
の
か
と
い

う
疑
念
が
あ
る
の
も
確
か
で
あ
る
。

そ
う
し
た
財
政
的
な
問
題
も
考
慮
し
た
上
で
、
市
民
が
望

む
新
病
院
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　  

…
市
立
病
院
事
務
局
長

　

新
病
院
建
設
に
お
け
る
主
な
基
本
方
針
は
、

①
地
域
中
核
病
院
と
し
て
救
急
医
療
、
急
性
期
医
療
に
対

　

応
し
、
市
民
の
生
命
を
守
り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
・

　

健
康
な
生
活
の
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
。

②
市
民
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
病
院
と
し
て
、
市
民
の

　

幅
広
い
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
。

③
将
来
の
医
療
制
度
改
革
へ
の
対
応
や
高
度
医
療
を
継
続

　

し
て
実
践
で
き
る
医
療
環
境
を
創
成
す
る
こ
と
。

④
公
立
病
院
と
し
て
、
高
度
医
療
・
検
査
機
能
の
実
践
、

　

ま
た
、
市
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
小
児
・
産
科
、
脳
神

　

経
外
科
等
の
医
療
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑤
市
外
へ
の
流
出
が
多
い
脳
卒
中
、
循
環
器
疾
患
等
の
医

　

療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
。

な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
市
立
病
院
基
本
構
想
・
基
本
計

画
に
お
い
て
、
新
病
院
の
総
事
業
費
を
約
63
億
円
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
資
金
調
達
計
画
と
し
て
は
、
病
院
事
業
債

で
約
58
億
円
と
し
、
起
債
の
対
象
と
な
ら
な
い
既
存
病
院

の
解
体
撤
去
工
事
費
・
外
溝
工
事
費
な
ど
約
５
億
円
を
自

己
資
金
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
や
県
の
交
付
金
・
補
助
金
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
不
確
定
の
た
め
、
計
算
に
算
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

答
弁

　
　
　

携
帯
電
話
の
利
用
者
は
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
、
そ
の
利
用
頻
度
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
企
業
は
も
ち
ろ
ん
地
方
自
治

体
に
お
い
て
も
、
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
。

　
そ
れ
ほ
ど
多
額
の
費
用
も
か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
作
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　  

…
総
務
部
長

本
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
平
成
９
年
に
開
設
し
、

市
民
へ
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民

と
市
役
所
の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
は

香
川
県
、
高
松
市
、
丸
亀
市
等
で
作
成
し
て
お
り
、
観

光
・
イ
ベ
ン
ト
・
防
災
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で

き
る
フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
対
応
の
携
帯
電
話
が
普
及
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
料
金
体
系
で
も
パ
ケ
ッ
ト
定
額
制
が
提

供
さ
れ
る
な
ど
、
携
帯
電
話
と
パ
ソ
コ
ン
の
垣
根
が
無
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
た
市
民
へ

の
情
報
提
供
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
携
帯
電
話

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て
も
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問

答
弁

　
　
　

市
内
松
山
地
区
の
２
カ
所
に
お
い
て
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
ケ
シ
が
本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
繁
殖
し

て
い
る
こ
と
が
、
市
民
か
ら
の
通
報
で
分
か
っ
た
。
市
保

健
課
と
県
中
讃
保
健
所
で
7
6
株
の
違
法
ケ
シ
（
ア
ツ
ミ

ゲ
シ
）
を
適
正
に
処
理
し
た
が
、
２
カ
所
と
も
、
本
人
は

違
法
ケ
シ
で
あ
る
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
市
内
で
確
認
さ
れ
た
違
法
ケ
シ
は
、
平
成
21
年

が
約
４
１
０
０
株
、
平
成
22
年
が
約
７
９
０
０
株
で
あ

り
、
ほ
ぼ
全
て
に
つ
い
て
、
本
人
に
違
法
性
の
認
識
が
な

か
っ
た
。

　
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
ケ
シ
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の

周
知
を
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　  

…
市
民
部
長

　

市
民
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
市
町
等
の
関
係
団
体

で
組
織
し
て
い
る
薬
物
乱
用
防
止
対
策
連
絡
協
議
会
や
、

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
シ
ン
ナ
ー
禍
対
策
推
進
員
の
方
々
が
主

体
と
な
っ
て
、
麻
薬
乱
用
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
庁
舎
や
出
張
所
に
お
い
て
も
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

「
不
正
大
麻
・
ケ
シ
撲
滅
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

各
地
域
で
の
啓
発
活
動
や
ケ
シ
発
見
の
巡
回
活
動
等
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

市
立
病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て

違
法
ケ
シ
の
種
子
飛
散
拡
大
に
よ
る
自
然
繁
殖
の
防
止
に
つ
い
て

アツミゲシ


